
コロナ禍でも精一杯取り組んでいます
校 長 田 中 雄 志

42日間の夏休みが終わり，２学期が始まって早くも１か月が経ちました。新型コロ

ナウイルス感染症の感染拡大に伴い，８月20日から鹿児島県にも「まん延防止等重点

措置」が適用され，学校でも感染対策を強化した上での２学期スタートとなりました。

消毒液の設置数を増やして日常的な手洗い・消毒を徹底したり，密になる場面や学

習状況にならないように活動の内容や方法を工夫したり，教室の２方向の窓を開けて

換気をしたりしました。また，給食時の手洗い場の混雑を防ぐために，時間差・身体

的距離を取るように歯磨きを工夫したり，個人用のランチョンマットも使用できるよ

うにしたりしました。さらには，市からの方針により，本人は元気でも家族に風邪症

状があれば「出席停止」で学校を休んでもらったり，登校後に風邪症状が

出てきたお子さんに兄弟姉妹がいた場合は，その兄弟姉妹も含めて早退し

てもらったりするなど，御家庭にも多くの協力をいただいております。

おかげさまで，この「まん延防止等重点措置」期間を乗り切って，10月３日（日）

の運動会も無事に開催できそうです。学校では，これからも油断せず感染防止対策を

取りながら，子どもたちの教育活動が充実していくよう努力してまいります。今後も

引き続き，御家庭の御理解・御協力をお願いいたします。

この夏，１年延期となった東京オリンピック・パラリンピックが開催されました。

連日の日本選手の活躍や海外の超一流選手のプレーに興奮と感動の連続だったという

方も多かったことでしょう。

私が特に印象に残ったのは，卓球の混合ダブルス，水谷隼選手・伊藤美誠選手ペア

の準々決勝のドイツ戦です。この試合，ドイツのペアが圧倒的に有利な状況になって，

あとわずかで日本のペアは負けてしまうという場面になりましたが，水谷選手と伊藤

選手は，驚異的な粘りを見せ，ピンチの状況でも逆にどんどん攻めて，奇跡的な逆転

勝利を収めました。そして，その勢いで，決勝戦も強敵の中国ペアに勝利し，日本の

卓球で初めて金メダルを獲得しました。

水谷選手と伊藤選手の，最後まで諦めない強い気持ちや，

自分や仲間を信じる気持ちは，本当にすばらしいと思います。

その他にも，印象的だったのは，試合が終わった後の選手

のインタビューです。多くの選手が異口同音に「この舞台に

立てたのは，支えてくれた周りの方々のおかげです。」と話していました。周りの人

への感謝の気持ちをもつことは，やはり大事なことだなと改めて思い知ることでした。

２回の延期の末に，ようやく開催されようとしている西原台小の運動会。子どもた

ちは今，最終段階の練習に頑張っています。東京オリンピック・パラリンピックにも

負けない熱い一日となりそうです。乞う御期待！

鹿屋市立西原台小学校 学校だより ９月号 令和3年９月30日

教育目標

夢を一緒にかなえようひまわり～気付き･考え･高め合う～

住所：〒893-0057 鹿児島県鹿屋市今坂町１２５６０－２

電話：0994-44-8725 ＦＡＸ：0994-40-1220

ＨＰ：//www.edu-kanoya.net/edu/nishiharadai_es/index.html


